
「

」

在
宅
介
護
実
態
調
査

は
、
９
２
３
件
配
布
に
有

効
回
答
４
２
１
件
（

・
45

６
％
）
で
し
た
。

市
の
考
察
で
は
、
調
査

対
象
者
の
約
３
割
は
認
知

症
を
抱
え
、
介
護
度
や
認

知
機
能
が
重
度
・
低
下
す

る
こ
と
で
の
課
題
に
、
相

談
支
援
体
制
や
介
護
者
交

流
の
場
づ
く
り
で
の
介
護

力
支
援
、
精
神
的
支
援
の

場
づ
く
り
を
あ
げ
て
い
ま

す
。ま

た
、
介
護
者
の
介
護

離
職
を
め
ぐ
る
現
状
か

ら
、
訪
問
介
護
・
ヘ
ル
パ

ー
等
の
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス

や
、
デ
イ
ケ
ア
・
短
期
泊

な
ど
の
通
所
系
サ
ー
ビ
ス

を
組
合
わ
せ

た
小
規
模
多

機
能
型
居
宅

介
護
な
ど
の

包
括
的
サ
ー

ビ
ス
の
活
用

で

「
就
労

、
し
な
が
ら
の

介
護
支
援
体

制
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
そ
の
利
用
が

進
ま
ず
、
運
営
を
休
止
し

て
い
る
事
業
所
が
増
え
て

い
る
と
し
、
そ
の
周
知
の

必
要
性
を
課
題
と
し
て
い

ま
す
。

現
在
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

で
は
生
活
維
持
難
し
い

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対

「
在
宅
生
活
改
善

し
て
の

で
は
、
現
在
の
在

調
査
」

宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
生
活
維

持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

利
用
者
が

５
・
４
％

粗

、

（

推
計
２
６
２
人
）
存
在
し

て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
要

介
護
３
以
上
で
は
「
必
要

な
身
体
介
護
の
増
大
」
が

・
９
％
で
、
必
要
な
支

91援
は
排
泄
、
入
浴
、
移
動

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

要
支
援
１
～
要
介
護
２

で
は
、
理
由
が
「
認
知
症

の
悪
化
」
が

・
０
％
、

64

必
要
な
支
援
と
し
て
一
人

暮
ら
し
要
介
護
者
の
支
援

拡
充
、
家
事
や
外
出
、
服

薬
な
ど
へ
の
対
応
や
、
認

知
症
へ
の
対
応
力
向
上
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

生
活
援
助
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
必
要
性

介
護
事
業
所
、
施
設
・

居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
管
理

「
介
護
人

者
に
対
し
て
の

は
、
２
４

材
実
態
調
査
」

０
件
の
調
査
に
対
し
て
回

（

）

、

収

件

・
５
％

で

78
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全
サ
ー
ビ
ス
の
女
性
職
員

比
率
は

％
、
非
正
規
職

76

員
率
は

％
で
す
。
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市
の
考
察
で
は
、
介
護

ニ
ー
ズ
が
ピ
ー
ク
を
迎
え

る

年
後
に
は
、
在
宅
介

15
護
を
担
う
ヘ
ル
パ
ー
の
大

幅
減
少
を
予
想
し
、
生
活

援
助
に
つ
い
て
は
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
担
い
手

と
す
る
必
要
性
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

自
公
の
介
護
保
険
見

直
し
で
は
問
題
解
決
不

可
能国

は
、
病
院
・
介
護
施

設
か
ら
、
自
助
・
共
助
の

在
宅
・
地
域
へ
と
、
さ
ら

に
推
し
進
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

全
国
の
介
護
現
場
で
起

き
て
い
る
深
刻
な
課
題

は
、
介
護
人
材
不
足
と
、

事
業
サ
ー
ビ
ス
縮
小
や
中

止
・
廃
止
で
す
。

月
平
均
で
全
労
働
者
比

約
７
万
円
も
不
足
し
て
い

る
介
護
労
働
者
の
処
遇
・

賃
金
実
態
が
あ
り
、
政
府

の
無
反
省
が
そ
の
最
大
の

要
因
で
す
。

国
は
、
介
護
人
材
不
足

を
自
治
体
に
責
任
転
嫁
し

て
い
ま
す
。

自
公
政
権
の
も
と
で
の

介
護
保
険
見
直
し
は
、
根

本
的
な
問
題
解
決
も
不
可

能
で

「
負
の
ス
パ
イ
ラ

、

ル
」
に
ま
す
ま
す
陥
っ
て

い
き
ま
す
。
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▽
県
で
は
、
第

５
次
山
形
県
障

が
い
者
計
画
及

び
第
６
期
山
形

県
障
が
い
福
祉

計
画
の
計
画
期
間
が
今
年
度
で
終
了
す

る
事
を
受
け
、
次
期
計
画
策
定
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
は

月
７

11

日
の
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
で
、
特
に

発
達
障
害
者
等
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

発
達
障
が
い
者
支
援
地
域
支
援
協

関議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
次
期
計

画
に
つ
い
て
ど
う
い
う
議
論
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。
非
公
開
の
た
め
議
論
の
内

容
が
わ
か
ら
な
い
。
公
開
に
す
べ
き
。

個
人
が
特
定
で
き

障
が
い
福
祉
課
長

な
い
範
囲
で
、
資
料
や
議
論
の
公
表
を

検
討
す
る
。

県
支
援
セ
ン
タ
ー
（
上
山
市
）
の

関活
動
状
況
は
ど
う
か
。

昨
年
度
の
発
達
相
談
が
５
６
４

課
長

件
。
村
山
３
８
５
、
最
上
３
２
、
置
賜

、
庄
内

。
県
外
・
不
明

。

88

13

46

庄
内
に
支
所
を
設
け
る
べ
き
。
庄

関内
開
発
協
議
会
か
ら
も
、
子
ど
も
に
関

わ
る
機
関
の
設
置
要
望
が
出
て
い
る
。

医
師
確
保
が
大
き
な
課
題
。
鶴

課
長

岡
協
立
病
院
に
公
認
心
理
師
を
配
置
し

４
１
３
件
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

支
援
の
全
体
像
を
一
目
で
わ
か
る

関よ
う
に
示
す
事
が
必
要
で
は
な
い
か
。

い
く
つ
か
の
県
で
は
基
本
方
針
・
指
針

な
ど
を
策
定
し
て
い
る
。

新
潟
県
の
計
画
な
ど
を
見
る
と

課
長

中
身
は
本
県
と
ほ
ぼ
同
じ
と
思
う
。
た

だ
、
図
な
ど
が
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
ど
う
い
う
支
援

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
一
目
で
わ
か

る
。
本
県
の
計
画
も
図
等
を
示
し
な
が

ら
記
載
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

（
県
議

関

徹
）
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◎
鶴
岡
ま

ち
な
か
キ

ネ
マ

◎

月
11

25

日
（
土
）

～

月
12

10

日
（
日
）

『
ガ
ザ

素
顔
の
日
常
』

パ
レ
ス
チ
ナ
、
ガ
ザ
地

区
の
知
ら
れ
ざ
る
日
常
を

鶴岡民商第一支部は１５日、生

協千石センター前で消費税減税

を求める署名活動を行い、６７

人が応じました。

捉
え
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
が
上
映
さ
れ
ま

す
。



ほ
っ
と
ま
ん
ぷ
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
鶴
岡
主
催
の
第

４
回
学
生
向
け
食
料
支
援

活
動
が

日
、
勤
労
者
会

18

館
で
行
わ
れ
、

人
の
学

33

生
が
利
用
し
ま
し
た
。

生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は

「
入
学
費
用
や
学

、

費
の
支
援
を

「
ホ
ン
ト

」
、

は
大
学
院
に
行
き
た
い
が

学
費
を
払
う
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
諦
め
る

「
消

」
、

費
税
を
安
く
し
て
ほ
し

い

「
物
価
高
騰
で
食
料

」
、

品
や
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
代

の
負
担
が
重
い

「
野
菜

」
、

や
果
物
は
高
く
て
買
え
な

い

「
実
習
や
ア
ル
バ
イ

」
、

ト
な
ど
で
時
間
が
な
い
」

な
ど
の
切
実
な
声
が
出
さ

ま
し
た
。

ま
た
、
車
を
所
有
し
て

い
な
い
学
生
は

「
公
共

、

交
通
の
補
助
」
を
求
め
る

人
も
い
ま
し
た
。

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
11月16日入札分

・鶴岡公園桜等樹木更新工事（馬場町地内 （入札6業者うち2業者辞退））
（ ） （ ）(有)金峰造園土木 5,150,000円 5,190,000円 工期～6/3/22 落札率99.23％

建築課入札結果（ ）内は予定価格
11月16日入札分

・市リサイクルプラザ軒天改修工事（水沢字水京68番地1 （入札1業者））
日栄産業(株) 6,200,000円（6,210,000円）工期～6/3/21（落札率99.84％）
・市立愛光園体育館渡り廊下解体・改修工事（藤沢字軽井沢68番地 （入札1業）
者）
日栄産業(株) 8,760,000円（8,770,000円）工期～6/3/18（落札率99.89％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月17日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設狩谷野目2号ほか路面復旧工事（羽黒
町狩谷野目ほか地内 （入札3業者））
(株)山田工務店 10,500,000円（10,760,000円）工期～6/3/29(余裕期間設定工
事)（落札率97.58％）
・市公共下水道事業 人孔蓋改良工事（宝田三丁目地内ほか （入札9業者うち1）
業者辞退）
(株)石庄建設 29,100,000円（30,030,000円）工期～6/3/29（落札率96.90％）

荘内病院管理課入札結果（ ）内は予定価格
11月10日入札分

・市立荘内看護専門学校移転新築機械設備工事 ２か年事業 泉町5-92,5-93,（ ）（
5-94,5-98,5-134,5-135 （入札3企業体うち1企業体辞退））
荘和・日栄 特定建設工事共同企業体

198,440,000円（199,440,000円）工期～7/3/25（落札率99.50％）
・市立荘内看護専門学校移転新築電気設備工事 ２か年事業 泉町5-92,5-93,（ ）（
5-94,5-98,5-134,5-135 （入札5企業体））
アベ・大同 特定建設工事共同企業体

153,500,000円（157,200,000円）工期～7/3/25（落札率97.65％）

鶴岡市議会 常任委員会委員名簿
（令和５年１１月１３日現在）

議会運営委員会（１０人）

委員長 秋葉 雄（公明）

佐藤 昌哉（創政）副委員長

（ ） （ ）、委 員 菅井 巌 共産 坂本 昌栄 共産、

（ ）、 （ ）草島 進一 田中 宏市民声 SDG
（ ）、 （ ）工藤 博 本間 正芳 創政市民フ

（ ）、 （ ）五十嵐一彦 創政 渋谷 耕一 創政

総務常任委員会（７人）

委員長 本間 正芳（創政）

草島 進一（ ）副委員長 市民声

、 （ ）委 員 本間 信一加藤 鉱一 共産（ ） 無所属

（ ）、 （ ）黒井 浩之 公明 五十嵐一彦 創政

渋谷 耕一（創政）

市民文教常任委員会（６人）

委員長 田中 宏（ ）SDG
佐藤 久樹（創政）副委員長

、 （ ）委 員 佐藤 麻里長谷川 剛 共産（ ） 無所属

（ ）、 （ ）小野 由夫 創政 石井 清則 市民フ

厚生常任委員会（６人）

坂本 昌栄（共産）委員長

佐藤 博幸（創政）副委員長

（ ）、 （ ）委 員 遠藤 初子 中沢 深雪市民声 無所属

（ ）、 （ ）秋葉 雄 公明 尾形 昌彦 創政

産業建設常任委員会（７人）

委員長 佐藤 昌哉（創政）

工藤 博（ ）副委員長 市民フ

（ ）委 員 南波 純菅井 巌 共産（ ）、 SDG
（ ）、 （ ）阿部 寛 富樫 正毅 公明無所属

本間新兵衛（創政）

鶴岡市議会 委員会委員名簿
（令和５年１１月１３日現在）

広報広聴委員会（８人）
長谷川 剛（共産）委員長

南波 純（ ）副委員長 SDG
（ ）、 （ ）委 員 草島 進一 黒井 浩之 公明市民声

（ ）、 （ ）佐藤 久樹 創政 本間 正芳 創政

（ ）、 （ ）小野 由夫 創政 石井 清則 副議長

会派代表者会議で合意した関係委員
（※：役職選任予定）

予算特別委員会
委員長 五十嵐一彦（創政）※

黒井 浩之（公明）※副委員長

決算特別委員会
委員長 草島 進一（ ）※ 市民声

佐藤 久樹（創政）※副委員長

庄内広域行政組合議員（６人）
本間新兵衛（創政）※副議長

議運委員長 五十嵐一彦（創政）※

長谷川 剛（共産）※議運委員

（ ）、 （ ）議 員 工藤 博 富樫 正毅 公明市民フ

本間 正芳（創政）

山形県後期高齢者医療広域連合議員（１人）
渋谷 耕一（創政）

監査委員（１人）
加藤 鉱一（共産）

国保運営協議会委員（５人）
佐藤 昌哉（創政）※会長

坂本 昌栄（共産）※会長職務代理者

委員 遠藤 初子（ 、秋葉 雄（公明）市民声）

五十嵐一彦（創政）

都市計画審議会委員（６人）
（ ）委 員 南波 純菅井 巌 共産（ ）、 SDG

（ ）、 （ ）黒井 浩之 公明 佐藤 博幸 創政

（ ）、 （ ）佐藤 久樹 創政 本間新兵衛 創政


